




　発育途上にある小児科領域において尿路感染症に罹患した場合,発見が遅れ

たり,治療および管理が不適当であるために,遷延,慢性化する症例も多い。こ

のような例では成長発育障害を認めることがあり,またみかけ上発育障害がな

いようでも,治療がすすむと成長曲線が急上昇し,結果的に成長発育障害があっ

たと判断せざるを得ない症例もある。以上から個々の症例の発育曲線を追うこ

とは,治療や管理など尿路感染症の日常臨床上役立つのではないかと考えて検

討した。


